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12月定例会
の

流行の兆
きざ

し! イン フルエンザを防げ!!目玉!

　

受
験
を
控
え
た
中
学
３

年
生
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
罹り

患か
ん
し
、
受
験
が
で
き

な
い
事
態
に
な
れ
ば
、
生

涯
の
大
変
な
ハ
ン
デ
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

　

全
額
補
助
を
出
し
て
、

体
調
を
守
っ
て
あ
げ
る
こ

と
を
ぜ
ひ
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

町
長
は
、
予
算
審
議
の

中
で
「
来
年
度
は
当
初
か

ら
や
る
方
向
で
行
き
た

い
。」「
中
学
３
年
生
に
関

し
て
は
、（
今
年
度
中
の

対
応
を
）
検
討
し
た

い
。」
と
答
弁
し
た
。

「中学３年生に関しては「中学３年生に関しては
　検討する」�　検討する」� 町長答弁町長答弁

増えはじめたマスク姿の子供たち

村
山
７
町
で
助
成
な
し
は

村
山
７
町
で
助
成
な
し
は

大
石
田
町
だ
け

大
石
田
町
だ
け

　

大
石
田
町
の
歴
史
で
、
子

育
て
支
援
で
は
い
ろ
ん
な
も

の
で
先
ん
じ
て
き
た
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
は
後

手
に
ま
わ
っ
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
と
、
特
に
子
供
は
高
熱

で
ほ
か
の
障
害
が
出
る
こ
と

も
あ
る
。
さ
ら
に
国
民
健
康

保
険
財
政
に
も
響
く
。

　

予
防
注
射
に
対
す
る
助
成

な
ど
の
対
策
を
し
な
い
ま
ま

で
き
た
。

　

県
内
で
は
、
13
市
の
う
ち

５
市
、
22
町
村
の
う
ち
19
町

村
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
注
射
の
助
成
を
し
て
い
る
。

村
山
地
域
７
町
で
は
、
大
石

田
町
以
外
の
６
町
す
べ
て
が

実
施
済
。

　

山
辺
町
、
中
山
町
、
河
北

町
は
、
１
回
１
５
０
０
円
か

ら
２
０
０
０
円
、
西
川
町
、

朝
日
町
、
大
江
町
は
、
２
回

と
も
２
０
０
０
円
か
ら
２
５

０
０
円
。
６
か
月
以
上
13
歳

未
満
の
子
供
は
、
２
回
接
種

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

１
回
目
の
接
種
は
３
８
０

０
円
、
２
回
目
の
接
種
は
２

１
０
０
円
、
合
わ
せ
て
５
９

０
０
円
か
か
る
。

　

毎
年
度
、
決
算
に
お
い
て

予
防
費
に
不
用
額
を
出
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
補
正
対
応

す
れ
ば
予
防
注
射
の
助
成
に

充
て
る
な
ど
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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一
般
会
計
補
正
予
算

【
全
員
賛
成
】

ソ
バ
来
迎
寺
在
来
種

�

遠
藤　
宏
司　
議
員

純
粋
種
を
残
す
た
め
に

は
。

町
長　
種
子
保
存
の
た
め
に

白
鷺
地
区
で
や
っ
て
い
く
。

�

小
玉　
　
勇　
議
員

種
子
の
選
別
業
務
で
純

粋
種
に
す
る
町
と
農

協
の
考
え
方
は
。

産
業
振
興
課
長　
種
子
の
特

定
栽
培
地
に
お
い
て
生
産
し
、

関
係
者
と
協
議
し
て
進
め
て

い
く
。

災
害
対
策
補
助
金

�

村
形　
昌
一　
議
員

高
温
や
渇
水
、
大
雨
に

対
し
て
の
補
助
金
は
、

農
家
に
周
知
徹
底
な
っ
た
の

か
。

産
業
振
興
課
長　
２
回
の
チ

ラ
シ
配
布
の
ほ
か
、
会
議
で

周
知
し
た
。

少

子

化

�

岡
﨑　
英
和　
議
員

今
年
度
の
出
生
数
が
28

に
な
り
そ
う
だ
が
、

小
学
校
の
統
合
は
。

教
育
長　
本
当
に
統
合
が
い

い
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

町
長　
地
域
に
お
け
る
学
校

と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

第
４
子
以
降
の
出
産
祝

い
金
を
手
厚
く
す
べ

き
で
は
。

町
長　
地
方
創
生
等
の
中
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

�

村
形　
昌
一　
議
員

制
度
が
見
直
さ
れ
る
中
、

今
後
の
方
向
性
は
。

町
長　
総
務
省
に
沿
う
形
で

納
税
額
を
多
く
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

冬
期
間
の
通
学
路

�

村
形　
昌
一　
議
員

大
石
田
小
～
役
場
線
の

安
全
確
保
は
ど
う
な
る
。

建
設
課
長　
降
雪
を
前
に
工

事
に
入
る
と
除
雪
も
で
き
な

い
た
め
来
春
に
繰
り
越
し
て

行
う
。

定例会
12／４〜12／７

第
４
回

第
４
回
補正予算・条例等 町民の信頼を 得られる行政運営を

成
人
み
こ
し

�

岡
﨑　
英
和　
議
員

雨
で
順
延
の
場
合
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
を
。

町
長　
意
思
疎
通
を
図
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故

�

遠
藤　
宏
司　
議
員

初
動
体
制
が
ま
ず
か
っ

た
の
で
は
。

町
長　
危
機
管
理
対
応
を
き

ち
ん
と
し
て
い
く
。

角
二
山
遺
跡

�

関　
　
幸
悦　
議
員

み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
た

が
。

教
育
長　
何
と
か
立
て
直
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

各種施策は『町民ファースト』で

固定資産評価審査委員の選任に同意

　齊藤　清さん（井出地区）を大石田町固
定資産評価審査委員会委員として任命する
ことに全員が同意しました。
　任期は平成31年１月20日から３年間です。

（
※
）ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

乳
児
を
は
じ
め
、
子
ど

も
に
多
い
急
性
胃
腸
炎
を

引
き
起
こ
す
感
染
症
。
３

～
５
月
に
か
け
て
最
も
多

く
発
生
し
、
他
の
ウ
イ
ル

ス
性
胃
腸
炎
に
比
べ
て
感

染
力
が
強
く
、
下
痢
や
嘔

吐
の
症
状
が
激
し
い
こ
と

が
多
い
。

こ
ん
な
症
状
に
要
注
意
‼

◦�

３
～
８
日
続
く
水
様
性

の
下
痢
と
嘔
吐

◦
便
の
色
が
白
い

◦
39
℃
以
上
の
発
熱
や
腹
痛 歩道が雪で埋まり、狭くなった車道を登下校

実施か中止か二転三転した成人神輿（８月17日） 来迎寺在来を堪能できる新そばまつり

学
校
の
エ
ア
コ
ン

�

村
形　
昌
一　
議
員

他
市
町
村
も
導
入
す
る

な
か
、
業
者
選
定
は

町
内
業
者
を
。

教
育
長　
町
全
体
の
入
札
の

動
向
も
踏
ま
え
る
。

中
学
校
の
ピ
ロ
テ
ィ

�

岡
﨑　
英
和　
議
員

土
ぼ
こ
り
が
ひ
ど
く
な

る
が
、
散
水
栓
等
の

対
策
は
。

教
育
文
化
課
長　
丹
念
な
手

入
れ
と
ホ
ー
ス
の
延
長
で
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

予
防
接
種
に
助
成

�

大
山　
二
郎　
議
員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
助
成
で
き

な
い
か
。

町
長　
来
年
度
か
ら
や
る
。

国
民
健
康
保
険

�

大
山　
二
郎　
議
員

乳
児
の（
※
）ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
予
防
ワ
ク
チ
ン

へ
の
助
成
を
。

町
長　
な
る
べ
く
検
討
し
て

み
た
い
。

冬期間は雪でほこり対策のピロティ
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４４議員議員が一般質問
う町 の 考 え を 問

一般質問とは…
　議員が町の行財政全般にわたり、方針
や執行状況、所信などを質すことをいい
ます。議員１人あたりの持ち時間は１時
間です。今定例会では４議員が一般質問
を行いました。

小玉　　勇  議員

◆黒滝山の土砂流出は人災ではないのか

◆メガソーラーはどうなったか

◆大橋の橋杭（パイル）の
� ゴミはどうなったか　　

９ページ

遠藤　宏司  議員

◆教育委員会は、的確な判断で児童・生
徒・保護者、町民の立場に立った教
育行政をおこなうべきではないか

◆国民健康保険税、新年度に負担軽減を
図る考えはないか

７ページ

関　　幸悦  議員

◆自然災害、人命救助について

◆町道の整備について

８ページ

村形　昌一  議員

◆メガソーラー計画は
� どうなっているのか　　

◆学力テストの状況は

◆スポーツテストの結果はどうか
10ページ

すぐ救急車呼ぶのはすぐ救急車呼ぶのは
� あたりまえ� あたりまえ

一一 般般 質質 問問 　 町の考えを問う 　

判断ミスがあった

遠藤　宏司 議員

教育長

ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
暴
走
事
故

で
、
中
学
校
生
徒
が
ケ
ガ
を

し
、
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
る
重

大
な
事
態
、
す
ぐ
に
救
急
車

を
呼
ぶ
よ
う
手
配
し
な
か
っ

た
の
か
。

教
育
長　
こ
の
度
の
交
通
事

故
に
よ
り
、
生
徒
及
び
保
護

者
の
皆
様
、
更
に
は
町
民
の

皆
様
に
多
大
な
ご
心
配
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
、

心
か
ら
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
る
。
子
ど
も
達
は
全
員
元

気
だ
と
聞
い
た
の
で
救
急
車

を
呼
ぶ
よ
う
な
指
導
は
し
な

か
っ
た
。

事
故
直
後
の
ケ
ガ
や
精
神
的

シ
ョ
ッ
ク
を
判
断
や
診
断
す

る
こ
と
は
医
療
行
為
に
当
た

り
、
医
師
の
資
格
の
な
い
も

の
が
や
れ
ば
、
医
療
法
や
医

師
法
に
抵
触
す
る
の
で
は
。

教
育
長　
当
初
、
我
々
が
軽

い
と
診
て
し
ま
っ
た
と
い
う

判
断
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
医
療
行
為
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の

よ
う
に
判
断
を
し
た
と
い
う

私
の
誤
り
で
あ
る
。

精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

生
徒
へ
の
対
応
は
適
切
だ
っ

た
か
。

教
育
長　
事
故
直
後
に
生
徒

の
負
傷
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

速
や
か
に
医
療
機
関
に
搬
送

し
受
診
さ
せ
る
べ
き
だ
っ
た

と
自
省
し
て
い
る
。
10
月
22

日
に
、
受
診
し
て
い
な
い
他

の
17
名
を
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
医
療
機
関
へ
送
迎
し
診

察
を
受
け
さ
せ
た
。

保
護
者
へ
の
対
応
や
議
員
、

町
民
へ
の
対
応
は
適
切
だ
っ

た
の
か
。

教
育
長　
議
員
に
は
、
事
故

当
日
の
夜
に
連
絡
を
行
い
、

15
日
及
び
29
日
に
、
乗
車
し

て
い
た
生
徒
及
び
保
護
者
に

謝
罪
し
、
ま
た
18
日
に
小
中

学
校
の
全
児
童
生
徒
に
謝
罪

し
た
。

町
の
三
役
が
海
外
に
渡
航
す

る
と
き
は
届
出
を
す
る
だ
け

か
。
受
理
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
一
週
間
以
上
居

住
地
か
ら
離
れ
る
場
合
は
届

け
出
を
す
る
と
い
う
服
務
規

程
は
あ
る
が
、
許
可
・
認
可

等
の
規
定
は
な
い
。

町
で
重
大
な
事
態
が
起
き
て

い
る
な
か
で
責
任
者
が
渡
航

海
外
渡
航
の
届
出

届
を
出
し
て
お
り
、
町
長
は

そ
れ
（
海
外
渡
航
）
を
受
け

て
い
る
。
判
断
に
誤
り
は
な

か
っ
た
の
か
。

町
長　
判
断
に
誤
り
は
な
い
。

一
人
当
た
り
１
万
円
の
国
保

税
引
き
下
げ
は
、
１
８
５
８

万
円
で
可
能
。
年
度
末
に
新

た
に
基
金
２
０
０
０
万
円
の

積
み
増
し
が
予
想
さ
れ
、
１

万
円
引
き
下
げ
て
も
国
保
基

金
に
新
た
に
１
４
２
万
円
積

み
増
し
が
で
き
る
。
検
討
す

る
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　
年
度
末
の
基
金
残
高

は
１
億
２
０
０
０
万
円
の
見

込
み
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
か

ら
、
決
し
て
十
分
な
も
の
と

は
言
え
な
い
と
考
え
る
。

国
保
の
負
担
軽
減
を

スクールバス事故に係る町の対応

１０月９日（火）
　 7：40　事故発生　
　 7：50　担当職員が運行業者に状況を確認
　 8：20　�教育長が登庁し事故の報告を受ける
　13：25　�負傷・体調不良生徒の保護者へ学

校から医療機関受診の依頼
　13：30　�教育委員会から副町長へ事故の報告
　17：30　教育委員会から町長へ事故の報告
　19：00　各議員・教育委員に事故概要報告
１０月１６日（火）
　議員に事故の経緯と今後の対応を説明
１０月２３日（火）
　�県スクールカウンセラーによる生徒へのカ
ウンセリング（～10/25）

１２月６日（木）
　�12月定例議会「人事権は町長にあるが公務
を優先できないものを税金で雇う必要があ
るのか」一般質問で問う
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用
地
は
４
５
０
㌶
と
さ
れ
、

先
の
黒
滝
山
現
場
の
１
０
０

倍
以
上
と
な
る
。
土
砂
の
流

出
等
の
危
険
は
計
り
知
れ
な

い
。
町
は
人
災
の
立
証
も
で

き
ず
、
ム
ダ
に
公
費
を
支
出

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
が
。

町
長　
具
体
的
な
計
画
が
何

も
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

意
見
を
申
し
上
げ
よ
う
が
な

い
。

12
月
14
日
町
が
県
に
提
出
し

た
、
計
画
段
階
環
境
配
慮
書

に
対
す
る
町
長
意
見
に
よ
れ

ば
、「
土
砂
災
害
の
発
生
す

る
危
険
性
が
極
め
て
高
い
の

で
安
全
性
を
予
測
、
評
価
で

一一
般般
質質
問問
　 

町
の
考
え
を
問
う 

　

町
の
災
害
対
策
は

町
の
災
害
対
策
は

防
災
計
画
に
の
っ
と
っ
て
い
る

関
　
　
幸
悦 

議
員

町 

長

災
害
時
の
対
策

全
国
的
に
地
震
な
ど
の
災
害

が
多
発
し
て
い
る
。
当
町
で

も
今
年
の
夏
、
大
雨
に
よ
り

土
砂
崩
れ
の
被
害
が
あ
っ
た
。

各
種
団
体
と
の
災
害
協
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
大
石
田
町
に
お
い
て

も
、
８
月
５
日
か
ら
６
日
に

か
け
て
、
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
町
内
各
所
に
て
道
路
や

河
川
で
の
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
大
雨
、
土
砂
災
害
、

大
雪
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
は
、
防
災
計
画
に
の
っ
と

り
、
配
備
態
勢
を
し
て
い
る
。

当
町
で
行
方
不
明
者
が
出
て

い
る
。
県
の
ヘ
リ
を
出
動
要

請
し
た
が
難
色
を
示
さ
れ
た
。

平
成
22
年
所
有
者
が
変
わ
っ

て
か
ら
何
回
も
町
道
に
土
砂

の
流
出
が
あ
っ
た
、
地
権
者

の
管
理
不
足
と
し
か
思
え
な

い
が
。

町
長　
平
成
22
年
に
掘
削
業

者
へ
所
有
権
が
移
転
し
、
平

成
23
年
に
県
知
事
よ
り
岩
石

採
取
計
画
の
認
可
を
受
け
た

が
、
事
業
実
績
も
な
く
、
平

成
26
年
廃
止
届
を
提
出
し
、

県
か
ら
受
理
さ
れ
て
い
る
。

廃
止
後
２
年
間
は
県
が
対
処

し
状
況
を
確
認
、
指
導
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
指
導

期
間
の
２
年
が
経
過
し
現
在

県
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

町
長　
消
防
防
災
ヘ
リ
と
の

協
議
に
つ
い
て
は
、
平
成
10

年
に
「
山
形
県
消
防
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
応
援
協
定
」
を
、

知
事
と
県
内
全
市
町
村
長
が

連
名
で
締
結
し
て
い
る
。

各
種
団
体
と
の
災
害
協
定
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
不
明
者
の
捜

索
は
。

町
長　
情
報
提
供
か
ら
物
資

支
援
、
避
難
支
援
、
復
旧
支

援
、
技
術
支
援
な
ど
18
件
の

協
定
を
し
て
い
る
。

今
回
の
小
菅
地
区
の
行
方
不

明
者
が
、
ど
こ
に
い
る
の
か

不
明
な
た
め
、
救
急
・
救
助

活
動
を
主
体
と
し
て
い
る
消

防
防
災
ヘ
リ
で
な
く
、
尾
花

沢
警
察
署
を
通
し
て
県
警
ヘ

リ
の
出
動
要
請
を
行
っ
た
。

天
候
が
不
順
で
ヘ
リ
の
出
動

は
で
き
な
か
っ
た
。

町
道
は
、
町
民
の
生
活
道
路

に
な
っ
て
い
る
。
地
域
か
ら

の
要
望
で
計
画
的
に
整
備
を

し
て
い
る
が
、
危
険
な
町
道

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　
平
成
25
年
度
に
「
町

道
の
路
面
調
査
業
務
」
を
発

注
し
報
告
を
受
け
て
い
る
。

路
線
ご
と
に
ヒ
ビ
割
れ
・

轍わ
だ
ち
ぼ掘
れ
・
平
坦
性
に
つ
い
て

総
合
評
価
に
よ
り
判
断
し
て

い
る
。

町
道
田
沢
坂
ノ
上
線
（
田
沢

街
道
）
は
、
大
変
危
険
な
道

路
と
思
わ
れ
る
が
整
備
計
画

は
あ
る
の
か
。

町
長　
道
路
予
算
は
、
高
速

道
路
整
備
が
優
先
さ
れ
て
お

り
、
計
画
は
厳
し
い
状
況
だ
。

イ
ン
フ
ラ
整
備

かまぼこ型に丸く、ひび割れも目立つ。
人も車も走りにくい…。大橋の橋脚に引っかかったゴミ（12/19）

黒滝山の土砂流出現場（12/19）

黒
滝
山
の
管
理

県警ヘリ（がっさん）
【青にオレンジのタテライン】

消防防災ヘリ（もがみ）
【白と赤のツートーン】

ドクターヘリ
【白に赤のタテライン】

一一 般般 質質 問問 　 町の考えを問う 　

人災の立証は困難だ
町 長

土砂流出の撤去費用は誰が土砂流出の撤去費用は誰が
小玉　　勇 議員

に
至
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
８
月
23
日
、
大
雨

の
た
め
か
土
砂
や
倒
木
等
で

全
面
通
行
止
め
に
な
っ
た
。

撤
去
費
用
は
誰
が
負
担
す
る

の
か
。

町
長　
町
は
道
路
法
第
42
条

に
よ
り
土
砂
の
撤
去
を
し
、

９
月
、
所
有
者
に
「
掘
削
し

た
山
林
等
の
排
水
対
策
、
土

砂
流
出
の
防
止
、
現
場
の
状

況
を
定
期
的
に
点
検
し
管
理

の
徹
底
」
の
通
知
を
出
し
た
。

訴
訟
を
行
う
場
合
、
人
災
で

あ
る
こ
と
を
町
側
が
立
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
在
の

技
術
で
は
厳
し
い
と
考
え
て

い
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
へ
の
危
惧

き
な
け
れ
ば
事
業
を
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
の
強
い

文
面
が
あ
る
が
町
長
の
考
え

と
受
け
取
っ
て
い
い
の
か
。

町
長　
そ
の
よ
う
に
理
解
し

て
も
ら
っ
て
よ
い
。

数
年
前
の
花
火
大
会
で
灯
篭

の
火
が
ゴ
ミ
に
燃
え
移
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
県
に
撤
去
を

申
し
込
ん
で
い
る
か
。

町
長　
県
か
ら
は
、「
今
年

10
月
４
日
か
ら
12
日
の
期
間

で
撤
去
を
予
定
し
て
い
た
が

川
の
増
水
の
た
め
実
施
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
水
量
が
落

ち
る
冬
期
間
に
作
業
を
す

る
」
と
の
返
事
が
あ
っ
た
。

大
橋
橋
脚
の
ゴ
ミ
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各
種
情
報
、
も
っ
と
公
開
す
べ
き

各
種
情
報
、
も
っ
と
公
開
す
べ
き

広
報
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い

村
形
　
昌
一 

議
員

町 

長

勉強もがんばれ中学生！

昨年の実験現場

町民の関心も大きい（議会傍聴の様子）

町
民
の
土
地
売
買
に
対
し
て

町
の
対
応
は
。

町
長　
何
も
し
な
か
っ
た
。

環
境
配
慮
書
の
内
容
は
。

町
長　
事
業
者
が
作
成
し
た

内
容
は
具
体
的
な
計
画
が
ほ

と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　
環
境
ア
セ
ス
の
方
法

書
の
手
続
き
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

町
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長　
具
体
的
な
計
画
を
求

め
て
お
り
、
町
と
し
て
の
意

見
も
提
出
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
の
売
電
価
格
が
18
円

ま
で
下
落
し
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
１
㌗
時
の
売
電
価
格

と
期
間
は
ど
う
なっ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
32

円
で
通
電
開
始
か
ら
20
年
間

の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

売
電
権
利
の
転
売
や
太
陽
光

発
電
買
い
取
り
制
度
の
動
向

の
注
視
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　
参
考
に
し
た
い
。

今
年
の
結
果
は
ど
う
か
。

教
育
長　
小
学
校
は
、
国
語

Ｂ
以
外
、
中
学
校
で
は
す
べ

て
県
の
平
均
を
下
回
って
い
る
。

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
は
。

教
育
長　
小
学
校
は
、「
読

書
や
地
域
活
動
」、
中
学
校

で
は
、「
地
域
行
事
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
新
聞
」
の

項
目
が
良
い
が
、
小
中
と
も

家
庭
学
習
時
間
の
少
な
さ
に

課
題
が
見
ら
れ
た
。

課
題
解
決
の
た
め
に
は
。

教
育
長  

学
力
向
上
の
た
め

に
「
基
礎
基
本
の
徹
底
」
と

「
探
求
型
学
習
の
推
進
」。

ま
た
、「
家
庭
学
習
の
充

実
」
を
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
目
標
を
共
有
し
な
が
ら
強

化
し
た
い
。

新
聞
を
使
っ
た
学
習
は
。

教
育
長　
中
学
で
は
書
写
を

し
て
書
く
力
を
つ
け
て
い
る
。

15
歳
で
夢
を
叶
え
る
だ
け
の

知
識
を
つ
け
る
教
育
を
目
標

と
し
て
い
る
が
現
状
認
識
は
。

教
育
長　
学
校
に
愛
着
を
持

ち
、
生
き
る
力
も
持
ち
合
わ

せ
、
非
行
等
の
問
題
も
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
全

国
に
誇
れ
る
生
徒
た
ち
だ
。

子
ど
も
の
運
動
能
力
は
。

教
育
長  

小
学
生
、
中
学
生

と
も
概
ね
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。

大
人
対
象
の
テ
ス
ト
は
。

教
育
長　
町
職
員
と
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
27
人
を
対
象
に

実
施
し
た
。

保
健
福
祉
課
や
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
等
と
連
携
し
て
実
施
す

る
こ
と
で
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長　
関
係
者
と
相
談
し

て
い
き
た
い
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画

全
国
学
力
テ
ス
ト

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

読む力、書く力の向上に新聞学習

あれはどうなった？追跡！
　

ユ
ニ
バ
ー
ジ
ー
75
合
同
会
社

（
東
京
都
）
が
、
次
年
子
地
区

４
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京

ド
ー
ム
95
個
分
）
の
山
林
に
１

０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
発
電
計
画
の

記
事
が
新
聞
に
載
っ
て
す
で
に

２
年
ほ
ど
過
ぎ
て
い
る
。

　

10
月
５
日
、
町
が
求
め
て

い
た
４
項
目
の
質
問
に
対
す

る
回
答
書
の
提
出
が
あ
っ
た

こ
と
、
11
月
14
日
、
会
社
が

提
出
し
た
環
境
配
慮
書
に
対

す
る
町
長
意
見
を
吉
村
県
知

事
に
送
付
し
た
等
、
部
分
的

に
数
回
記
事
に
な
っ
て
い
る

が
、
全
体
像
が
見
え
て
こ
な

い
。

　

県
の
許
可
な
し
で
伐
採
し

作
業
道
を
開
設
し
た
事
に
対

し
、
原
状
回
復
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
と
も
聞
く
。

　

４
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の

広
大
な
山
林
を
開
発
す
る
と

な
れ
ば
、
生
物
、
景
観
は
も

と
よ
り
、
土
砂
災
害
の
お
そ

れ
も
大
き
い
。

　

町
は
、「
会
社
か
ら
の
具

体
的
計
画
は
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
何
も
わ
か
ら
な
い

の
が
現
状
だ
。」
と
言
う
が
、

我
々
の
心
配
の
種
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
事
実
。

　

是
非
、
町
民
に
対
し
、
今

後
の
大
ま
か
な
流
れ
と
町
の

ス
タ
ン
ス
（
態
度
）
を
話
す

機
会
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

同
じ
よ
う
に
、
飯
豊
町
北

部
の
民
有
林
６
２
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
１
３

０
個
分
）
で
２
０
０
メ
ガ

ワ
ッ
ト
発
電
の
計
画
も
あ
り
、

２
つ
の
町
の
民
度
が
試
さ
れ

て
い
る
か
の
よ
う
に
思
う
。

�

（
記　

小
玉
）

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
計
画
の
い
ま

表
紙
の
写
真

　

木
村
里
美
さ
ん
（
下
宿
地

区
）
は
、
宮
城
県
涌
谷
町
で
開

催
（
11
月
11
日
・
12
日
）
さ
れ

た
第
34
回
「
秋
の
山
唄
」
全
国

大
会
で
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

涌
谷
町
と
は
、
友
好
交
流
協
定

を
結
ん
で
お
り
両
町
民
に
と
っ

て
も
喜
ば
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。�

（
記　

芳
賀
）

涌
谷
町
広
報
の
表
紙
を
飾
り
ま
し
た
!!

新
春
祝
賀
会
で
唄
う
木
村
さ
ん
親
子
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興 味 津 々 !?真剣な議論に

　
議
場
に
入
る
の
も
、
議
会

を
見
学
す
る
の
も
初
め
て
で
、

ど
う
い
う
話
を
す
る
の
か
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
や
学
力
テ
ス
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
事
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
話
し
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

延
藤　
昂こ
う
生き

　12月定例会３日目（12/6）
に、大石田小学校６年生が来
庁し議会を傍聴しました。
　初めて入る議場に緊張しつ
つも、議論には熱心に耳を傾
けていました。紙面の都合上、
皆さんの感想を要約してご紹
介します。� （順不同）

　
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

学
力
テ
ス
ト
の
議
題
の
中
で

「
６
年
生
の
勉
強
で
中
三
の
問

題
が
解
け
る
」
よ
う
に
な
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
し
っ
か
り

今
の
勉
強
を
予
習
・
復
習
し
、

ノ
ー
ト
を
と
る
事
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。�

山
田　
の
ん

　
議
会
を
傍
聴
し
て
み
て
、

と
て
も
大
変
な
仕
事
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。
教
育
長
が
、

答
弁
の
中
で
「
新
聞
を
読
ん

だ
後
に
感
想
を
書
く
こ
と
で
、

論
理
的
に
書
く
力
が
付
き
漢

字
も
覚
え
る
」
と
言
っ
て
い

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
毎
日
読

も
う
と
思
い
ま
し
た
。

�

富
樫　
瑠る

捺な

　
町
の
事
や
、
小
学
校
、
中
学

校
の
事
な
ど
い
ろ
ん
な
議
論
を

し
て
い
ま
し
た
。
一
つ
の
質
問

に
何
回
も
答
え
た
り
、
発
言
時

間
が
決
ま
っ
て
い
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

も
っ
と
見
て
み
た
い
で
す
。

�

森　
　
卓た
か
樹き

　
初
め
て
町
議
会
を
見
学
し
て
、

以
前
や
っ
た
学
級
討
論
会
と
似

て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
私

た
ち
に
も
強
く
関
係
す
る
事
な

ど
も
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
を
知

り
、
議
会
を
よ
り
身
近
で
大
切

に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�

鈴
木　
佑ゆ

奈な

　
学
力
テ
ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

テ
ス
ト
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

教
育
長
は
、
ハ
ー
ド
ル
の
飛

び
方
に
例
え
て
答
え
て
い
ま

し
た
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

足
を
上
げ
れ
ば
い
い
の
か
自

分
で
考
え
て
行
動
に
移
す
事

が
大
切
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。�

永
登　
拓た
く
海み

―
議
員
か
ら
ひ
と
こ
と
―

　

難
し
い
言
葉
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

真
剣
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
皆
さ
ん

の
前
で
質
問
す
る
の
に
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。

い
い
学
習
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�
（
記　

村
形
）

　
議
会
を
見
る
ま
で
は
簡
単
な
も
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
60
分
間
の
議
論
は
短
く
感

じ
ま
し
た
。
難
し
か
っ
た
け
ど
知
ら
な
い
事
が

分
か
り
ま
し
た
。�

石
山　
陽ひ
な
愛り

　
私
の
住
ん
で
い
る
大
石
田

の
事
が
こ
の
議
会
で
決
ま
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と
す

ご
い
事
な
の
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。�

森　
　
妃ひ

那な

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
や
ス

ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
事
な
ど
真

剣
に
議
論
し
て
い
て
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

�

五
十
嵐　
嶺れ
い

　
少
し
難
し
い
内
容
で
、
議

員
は
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
。
と
て
も
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

�

加
藤　
慶け
い
人と

　
議
会
を
見
学
し
て
、

質
問
席
が
あ
る
事
と
、

質
問
に
答
え
る
人
が

い
る
事
が
分
か
り
ま

し
た
。
井
上　
　
彩あ
や

　
議
場
に
タ
イ
マ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
て

驚
き
ま
し
た
。
時
間

制
限
な
ど
関
係
な
く

話
し
合
い
が
終
了
し

て
か
ら
終
わ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。�

小
林
あ
ぐ
り

　
発
言
の
時
「
～
で
あ
り
ま
す
」

と
言
う
の
が
不
思
議
で
し
た
。
議

会
っ
て
難
し
い
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。�

落
合　
翔し
ょ
う

大た

　
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
全
国
学

力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
の
話
で
す
。

中
学
進
学
に
向
け
て
頑
張
ら
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

�

高
橋　
　
煌こ
う

　

初
め
て
議
会
を
見
学
し
て
、

「
○
○
○
○
君
」
と
フ
ル
ネ
ー
ム

で
呼
ぶ
の
が
不
思
議
で
し
た
。
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

�

奥
山
賢け
ん
汰た

郎ろ
う

　
国
会
中
継
を
見
る
と
よ
く
大
き

な
声
で
批
判
し
た
り
す
ご
く
怖
い

イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
町
議
会
は
す

ご
く
平
和
だ
と
思
い
ま
し
た
。

�

西
尾　
翔し
ょ
う

太た

　
祖
父
が
、
昔
議
員
を
し
て
い
た

の
で
見
学
が
楽
し
み
で
し
た
。
難

し
い
内
容
で
し
た
が
、
祖
父
も
同

じ
よ
う
な
事
を
し
て
い
た
ん
だ
な

と
感
心
し
ま
し
た
。

�

加
賀　
祐ゆ
う
一い
ち

　
今
ま
で
議
会
に
は
行
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
事
を
一
生
懸

命
考
え
て
く
れ
て
い
て
、
日
々

幸
せ
で
安
心
安
全
の
町
で
暮
ら

せ
る
の
は
議
会
で
の
話
し
合
い

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ほ
こ
ら

し
く
な
り
ま
し
た
。

�

横
山
理り

那な

子こ

　
質
問
す
る
議
員
は
、
発
言
の

時
に
手
を
挙
げ
、
ハ
キ
ハ
キ
と

理
解
し
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
石
田
町
を
今
よ
り
も
良
く
す

る
た
め
に
議
会
が
あ
る
ん
だ
な

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

�

小
川　
柚ゆ

那な

　
町
の
議
会
を
見
て
、
名
前
を

呼
ぶ
と
き
「
○
○
君
」
と
呼
び
、

テ
レ
ビ
で
見
た
国
会
の
よ
う
で

し
た
。
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
わ
か
り

ま
し
た
。�

菊
地　
蓮れ
ん
太た

議員に負けない真剣なまなざしで熱心にメモを取っていました

興味を持ってもらえたかな？

質問席から質問する村形議員

大石田町を良くしていこうと話し合っています

大
石
田
小
学
校
６
年
生
が
議
会
を
傍
聴
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感謝
！

過
去
最
高
額
４
億
円
を
突
破

過
去
最
高
額
４
億
円
を
突
破
‼‼

前年比184％ UP!!
たくさんのご寄附をいただきありがとうございます

平成30年人気返礼品TOP5
� （件数順、12月末現在）
第１位　赤坂あじさい
　　　　「魚塩麴漬・西京漬詰合せ」�（4,375件）
第２位　井上喜太郎商店
　　　　「山形牛肩ロースすき焼き用」�（1,397件）
第３位　レストラン ヒロミチ
　　　　「お食事券２つ星コース」� （980件）
第４位　紀文
　　　　「和風おせち三段重陽

ようげつか
月花」� （892件）

第５位　ＪＡみちのく村山
　　　　「大石田町産尾花沢すいか5L×2玉」
� （859件）

　

ふ
る
さ
と
納
税
（
正
式

名
：
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
）
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
10

年
に
な
り
ま
す
。

　

寄
附
者
、
自
治
体
、
生
産

者
の
三
方
良
し
の
こ
の
制
度

は
、
議
会
で
も
町
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
度
々
質
問
し
て

き
た
経
緯
も
あ
っ
て
か
、
町

へ
の
寄
附
金
額
は
順
調
に
伸

び
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
自
治
体
間
の
返

礼
品
競
争
が
過
熱
気
味
で
、

総
務
省
も
高
額
品
や
返
礼
率

３
割
を
超
え
る
も
の
、
地
場

産
品
以
外
の
も
の
は
対
象
外

と
す
る
な
ど
、
指
導
が
厳
し

く
な
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
す

が
、
資
源
に
乏
し
い
我
が
町

で
は
、
寄
附
者
に
対
し
寄
附

金
の
ユ
ニ
ー
ク
な
使
い
道
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
今
後
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
欲

し
い
と
強
く
望
み
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
徐
々
に
増
え
始
め

た
寄
附
金
額
は
、
以
降
、
前
年
比
で
ほ

ぼ
倍
額
と
い
う
か
た
ち
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
も
前
年
比
１
８
４
％

と
な
り
４
億
２
０
０
０
万
円
（
12
月
末

時
点
）
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
返
礼
品
の
ほ
か

「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
充
当
事
業
」
と

し
て
、
道
路
消
雪
ポ
ン
プ
交
換
や
駅
自

動
ド
ア
設
置
工
事
、
小
学
校
の
電
話
設

備
更
新
、
図
書
館
の
蔵
書
整
備
、
定
住

促
進
へ
の
助
成
等
、
町
の
生
活
基
盤
、

教
育
・
文
化
、
生
活
環
境
・
福
祉
の
分

野
で
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
り

い
つ
も
応
援
し
て
く
だ
さ
り

��

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

「
水
と
緑
と
文
化
の
ま
ち
」
大
石
田

町
は
、
最
上
川
を
中
心
に
悠
久
の
昔
か

ら
貴
重
な
舟
運
文
化
を
継
承
し
、
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
波
に
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
今
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
素
晴

ら
し
い
財
産
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
重
大
な

使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
未
来
に
誇

れ
る
よ
り
良
い
町
を
創
造
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
様
の
温
か
い
応
援
と
ご
期
待
に
沿

え
る
よ
う
「
生
活
基
盤
」「
教
育
」「
文

化
」「
生
活
環
境
」「
福
祉
」「
子
育

て
」「
産
業
経
済
」「
観
光
」
等
、
多
く

の
分
野
で
「
安
全
・
安
心
・
暮
ら
し
の

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
」
ま
ち
づ
く
り

と
な
る
よ
う
全
力
を
あ
げ
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。�（
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
者
）

寄附者との交流事業も実施

感謝！

返礼品　第１位「赤坂あじさい」の詰合せ（店主：佐藤弘治さん 仲通出身）

第２位　山形牛肩ロース

第４位　紀文のおせち

第３位　お食事券

第５位　大石田産すいか

0

1億

2億

3億

4億

5億

Ｈ
30

Ｈ
29

Ｈ
28

Ｈ
27

Ｈ
26

Ｈ
25

Ｈ
24

Ｈ
23

Ｈ
22

Ｈ
21

Ｈ
20

4
億
2187
万
円

2
億
2903
万
円

1
億
1572
万
円

4831
万
円

772
万
円

142
万
円

123
万
円

124
万
円

114
万
円

248
万
円

48
万
円

大石田町ふるさと応援寄附基金
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ど
う
し
て
こ
の
職
業
に
つ
か
れ

た
の
で
す
か
？

自
分
は
次
男
で
、
本
家
出
身

で
長
野
に
い
る
左
官
職
人
に
弟

子
入
り
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。

こ
の
仕
事
を
は
じ
め
て
一
番
思

い
出
に
残
る
作
品
は
？

30
数
年
前
に
携
わ
っ
た
弘
前

城
近
く
、
現
在
の
「
青
森
銀
行

記
念
館
」
の
建
物
で
す
。
外
壁

が
総
漆
喰
で
、
岩
木
山
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
色
合
い
で
仕
上
げ

た
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
職
人
に
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
は
？

左
官
業
だ
と
す
れ
ば
、
平
ら

に
な
ら
す
事
は
簡
単
に
取
得
出

職人の町職人の町の
匠名

　第３回目（左官業）

東町地区　伊
い

　藤
とう

　富
とみ

　夫
お

 さん

「
平
成
」
の
最
後
を
飾
る
新
し
い

年
が
明
け
た
。
こ
の
30
年
を
振
り
返

れ
ば
、
良
い
事
も
悪
い
事
も
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ

ん
の
出
来
事
が
あ
っ
た
と
思
う
。
個

人
的
に
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
出

来
事
は
、『
東
日
本
大
震
災
』
で
あ

る
。
日
本
の
有
史
以
来
、
類
を
見
な

い
未
曽
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
わ
が
町
に
限
っ
て
み
れ

ば
、
こ
の
30
年
の
間
は
、
大
き
な
災

害
は
無
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

「
大
き
な
台
風
が
度
々
来
る
訳
で
も

な
く
、
土
石
流
が
襲
う
訳
で
も
、
津

波
が
や
っ
て
来
る
訳
で
も
な
い
。
雪

ぐ
ら
い
は
我
慢
す
る
か
。」
世
間
話
を

す
る
と
よ
く
耳
に
し
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
全
て
の
町
民
が
、
残
り

４
か
月
の
平
成
の
時
代
を
大
過
な
く

駆
け
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

心
か
ら
願
う
ば
か
り
だ
。

�

（
記　

岡
﨑
）

■
広
報
常
任
委
員
会
■

委
員
長　

村　

形　

昌　

一

副
委
員
長　

岡　

﨑　

英　

和

委　
　

員　

小　

玉　
　
　

勇

委　
　

員　

遠　

藤　

宏　

司

委　
　

員　

芳　

賀　
　
　

清

編
集
後
記

来
る
が
、
苦
労
し
な
が

ら
そ
の
先
の
技
術
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。

大
石
田
町
へ
の
要
望
は

あ
り
ま
す
か
？

人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
課
題
だ
が
、
職

人
が
技
を
継
承
出
来
る

よ
う
な
環
境
の
町
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。

・昭和11年２月24日生まれ 　81歳
・�家族構成　本人、妻、長男、長女の
４人家族� （☎35-2867）
・�数々の見事な鏝

こて
絵
え
作品も、町内外至

る所に展示されています。鏝絵で作
る干支の色紙も好評です。

議
員
か
ら
ひ
と
言

大
臣
表
彰
や
県
知
事

表
彰
な
ど
、
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
受
賞
し
て
き

た
匠
が
危
惧
し
て
い
る

の
は
、
後
継
者
が
育
ち

づ
ら
い
現
状
と
の
事
。

�

（
記　

岡
崎
）

（作品）役場の２階から見られます

見事な総漆喰の青森銀行記念館（重要文化財）

（作品）中学校玄関ホールには斎藤茂吉

今年の干支も鏝絵で

たくみ
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「職人の町・大石田」は永年築き
あげたブランド。このページでは
その職人さんを紹介していきます。
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田
町
議
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